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研究開発目的
遺伝性認知症は、遺伝性・若年発症による社会的・経済的な
問題が大きい｡一方で、病因が明らかであるため、疾患修飾薬
の開発に適している｡本研究では、遺伝性認知症患者のコホー
トを構築し，観察研究およびバイオマーカー開発研究を行い、
治験や臨床研究につなげることで治療法開発を促進する｡
取り組み
全国から遺伝性認知症患者を組み入れ、標準化された臨床・
画像データを取得する。また生体試料を収集し、認知症のバイ
オマーカー開発に基づいた病態研究を実施する。観察研究を進
めながら、遺伝性認知症を対象とした治療開発のための臨床試
験につなげるトライアルレディコホートとしての役割も担う。
成果
全国から遺伝性認知症患者52名の遺伝性認知症患者を登
録し（HED-TRC36名、DIAN16名）、臨床情報とともにバイ
オマーカー解析用の検体を収集した。またDIAN NexGen治験
に3名の患者を組み入れた。
今後の展開
•患者コホートへの登録を継続し、治験への組み入れを促進する。
•採取した検体の解析を行い、バイオマーカーを開発する。
•遺伝カウンセリングを含めた、全国的な遺伝性認知症の診療
ネットワークを構築する。


